
抗がん剤の血管外漏出の対応について

日本がん看護学会・日本臨床腫瘍学会・日本臨床腫瘍薬学会の3学会
から「がん薬物療法に伴う血管外漏出に関する合同ガイドライン」が
発刊されました。当院の抗がん剤の血管外漏出の対応フローチャート
も当該ガイドラインに沿った内容へ改訂します。

２０２５年２月２０日発行

DRUG INFORMATION 2025 No.3



対応② サビーン投与方法

対応① ステロイド軟膏塗布・冷却方法

≪ステロイド軟膏塗布・冷却方法≫

冷却は、患部を圧迫せず、アイスノン、保冷剤などをガーゼやタオルで
包み、直接皮膚に当てないように行う。また冷やしすぎないように注意
すること。（局所の温度は 20℃前後、１回15 分程度、1 日2～4回）

≪注意点≫
• 一部の漏出した薬剤は、冷却不可のものあり。
※フローチャートを確認するか、薬剤部に確認すること。

• ケトプロフェンパップなどの外用薬の湿布は使用しない。
（適応外使用のため）

• ぬれタオルの使用は、皮膚が浸軟する可能性があるため避ける。

【投与量を計算する】
1日目（1000 mg/m2）、2日目（1000 mg/m2） 、3日目（500 mg/m2）

【オーダを入力する】
例（体表面積1.5 m2の場合）
大塚生食注500mL 1本
サビーン点滴静注用500mg 3V
大塚蒸留水100mL 1本
投与時間 1～2時間、点滴静注

【調製を行う】
サビーン1Vあたり25mLの注射用水で溶解し、必要量を500mLの
生理食塩水で希釈する。
末梢にルートを取って1～2時間で投与する。

≪注意点≫
• 血管外漏出してから6時間以内に投与を開始すること
• 血流を確保するため、投与15分前には冷却を終了すること
• 調製後150分以内に投与を完了すること

ステロイド軟膏 （デルモベート軟膏
など）を広範囲に塗布（1日2回）
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改訂のポイント

①壊死性薬剤の解毒薬（サビーン）は漏出が分かった時点で速やかに投与
②エルプラット（オキサリプラチン）以外は漏出部位を冷やす
③ステロイド局注はエビデンスがないため実施しない

不明な点につきましては、薬剤部・製剤室（内線 8321）までご連絡下さい。 文責：山田 （悠）・志水

医療安全マニュアル、
ポケットマニュアルも
改訂予定です


